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# ９月は 「世界アルツハイマー月間」

# テーマカラーは 「オレンジ」

# ひまわりスポット事業

# オレンジひまわりの会

# 町の花 「ひまわり」
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人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来



　
８
月
６
～
７
日
、
紀
三
井
寺
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
72
回
近
畿
中

学
校
総
合
体
育
大
会（
陸
上
競
技
）」に
、

江
陽
中
学
校
の
生
徒
７
人
が
出
場
し
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

● 

共
通 

走
高
跳

　
共
通
走
高
跳
に
出
場
し
た
松
原
さ
ん

は
、
７
月
27
～
28
日
開
催
の
「
京
都
府

中
学
生
総
合
体
育
大
会
（
陸
上
競
技
）」

に
お
い
て
、
１
ｍ
79
㎝
の
自
己
新
記
録

を
成
功
さ
せ
優
勝
。
し
か
し
、
目
標
に

し
て
い
た
全
日
本
中
学
校
陸
上
選
手
権

大
会
の
参
加
標
準
記
録
に
届
か
ず
「
す

ご
く
悔
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
迎
え
た
近
畿
大
会
で
は
、
年
上
の

３
年
生
に
善
戦
す
る
も
入
賞
と
は
な
ら

ず
、「
来
年
は
全
国
で
一
番
を
め
ざ
し
、

で
き
れ
ば
中
学
生
記
録
を
塗
り
替
え
た

い
」
と
、
力
強
く
今
後
の
目
標
を
話
し

て
く
れ
、
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向

け
て
練
習
に
打
ち
込
む
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

● 第 72 回近畿中学校総合体育大会（陸上競技）
● ８月６～７日／和歌山県和歌山市

【共通 走高跳】

松
まつばら

原 志
し ゅ う

勇さん（江陽中２年）

【低学年４× 100 ｍリレー】

佐
さ こ

古 奏
かな

翔
と

さん（江陽中２年） 佐
さ こ

古 歩
あゆ

翔
と

さん（江陽中１年）

堀
ほり

 颯
そうすけ

友さん（江陽中１年）

金
なかたに

谷 寿
とし

紀
き

さん（江陽中１年）

森
もりがき

垣 耀
あ い る

色琉さん（江陽中２年）

𠮷
よしかわ

川 優
ゆうせい

生さん（江陽中２年）
下段左から佐古歩翔さん、堀さん、金谷さん
上段左から松原さん、佐古奏翔さん、森垣さん、吉川さん

● 

低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
「
京
都
府
中
学
生
総
合
体
育
大
会（
陸

上
競
技
）」
に
お
い
て
、
優
勝
を
果
た

し
近
畿
大
会
出
場
を
手
に
し
た
江
陽
中

リ
レ
ー
チ
ー
ム
。「
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

も
含
め
て
チ
ー
ム
。
緊
張
感
を
持
ち
つ

つ
も
楽
し
み
た
い
」
と
挑
ん
だ
近
畿
大

会
で
は
、
強
豪
校
に
食
ら
い
つ
く
も
予

選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
佐
古
奏
翔
さ

ん
と
森
垣
さ
ん
は
「
バ
ト
ン
ミ
ス
が

あ
っ
た
け
ど
良
い
経
験
に
な
っ
た
。
来

年
は
さ
ら
に
上
を
め
ざ
し
た
い
」
と
大

会
を
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

１・
２
年
生
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
走

順
が
「
２
年
→
１
年
→
１
年
→
２
年
」

と
決
め
ら
れ
て
い
る
競
技
。

― 

わ
た
し
た
ち
の
熱
い
夏
２
０
２
３ 

―

近
畿
の
舞
台
で
見
せ
た「
江
中
魂
」

Yosano　Sports

K
O

YO
 Junior high school

Vol.01

　
７
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
京
都

府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
」に
は
、

近
畿
大
会
に
出
場
し
た
生
徒
だ
け

で
な
く
、
今
年
も
多
く
の
生
徒
が

出
場
。
猛
暑
の
中
、
丹
後
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
と
し
て
全
力
を
尽
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。特
に
３
年
生
は
、

中
学
校
生
活
の
集
大
成
と
な
る
生

徒
も
多
く
、
目
一
杯
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
中
学
校
で

培
っ
た
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
号
以
降
、
こ
の
夏
、
近
畿
や

全
国
の
舞
台
で
活
躍
し
た
高
校
生

を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
中
学
生
が

京
都
府
大
会
に
出
場

　
広
報
よ
さ
の
で
は
、
近
畿
や
全

国
な
ど
で
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち

や
チ
ー
ム
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
総

務
課
（
☎
４
３・
９
０
１
０
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
舞
台
な
ど
で
活
躍
す
る

子
ど
も
た
ち
を
掲
載
し
ま
す

まちの 話題話題 お届けします

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
の
選
手
と
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち

● 京都ハンナリーズバスケットボールクリニック
憧れのプロ選手と交流

　毎月定期的に開催されているちりめん
街道マルシェ。８月は「ゆかたで夕涼み

をしてほしい」と夕刻からの開催となりました。
　会場となった水辺公園では、飲食ブースが出店
したほか、宮津天橋高校加悦谷学舎合唱部の生徒
がゆかた姿でパフォーマンスを披露。来場者は、
行燈に照らされたちりめん街道の写真を撮るな
ど、昼間とは違う雰囲気を楽しんでいました。

5
8

● ちりめん街道マルシェ「ゆかたでナイト」
行燈が照らす街道に映えるゆかた

ゆ
か
た
姿
で
行
燈
に
照
ら
さ
れ
た
ち
り
め

ん
街
道
を
散
策
す
る
来
場
者

27
7 　大江山体育館において、「京都ハンナ

リーズバスケットボールクリニック」が
開催され、参加した子どもたちはプロバスケット
ボール選手との交流を楽しみました。
　本クリニックには、京都ハンナリーズの３選
手（澁

しぶ
田
た

選手・半
はんざわ

澤選手・小
こ

西
にし

選手）と町内の小
中学生約 30 人が参加。子どもたちは憧れのプロ
選手を前に少し緊張しながらも、両手を使ったド
リブルやレイアップシュートの基礎を学び、最後
には１対１で対決しました。クリニック後の質問
コーナーでは、「体を大きくするには、朝ご飯を
しっかり食べること」「プロ選手をめざすには、
基礎練習の積み重ねが大切」などと、選手らは子
どもにたちにメッセージを送りました。

ゆかた姿でパフォーマンスをする合唱部の生徒たち
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森
林
と
わ
た
し
た
ち

― 

特
集
①  

―

　この数字は、与謝野町の面積における森林が占める割合※です。
　日本の国土の約 70％、また、与謝野町の面積の約 75% を占める森林ですが、森林の
持つ役割と働きをご存じですか？　森林は水源涵

かん
養、地球環境や生物多様性の保全など、

わたしたちの生活と密接にかかわりさまざまな恩恵をもたらしています。近年では、激甚
化する災害予防に対する役割、さらに、日本の二酸化炭素吸収量のうち９割以上は森林が
吸収しているとされていることから、温室効果ガスを削減する地球温暖化対策など、森林
に対する注目は高くなっています。
　このように多面的な機能を有する森林は、わたしたちの生活と深く結びついているもの
となっています。しかし、輸入木材の流入による木材価格の下落、林業従事者の高齢化や
担い手不足など、さまざまな要因により林業生産活動が停滞し、森林を取り巻く環境は厳
しい方向へ進んでいます。今月号では、森林の持つ役割と働き、また今後どのように森林
を守っていくのかを紹介します。
※ 令和３年度与謝野町統計書

役割役割とと働き働き
森林の持つ森林の持つ

動物の住み家や植物の保全、河動物の住み家や植物の保全、河
川の生態系保全川の生態系保全

●● 生物多様性保全 生物多様性保全

夏の気温低下や大気浄化などに夏の気温低下や大気浄化などに
よる快適環境を形成よる快適環境を形成

●● 快適環境形成機能 快適環境形成機能

雨水が土中にゆっくり浸透する雨水が土中にゆっくり浸透する
ことで、川への急激な流出を緩ことで、川への急激な流出を緩
和するとともに、水を浄化する和するとともに、水を浄化する
機能機能

●● 水源涵養機能 水源涵養機能

休息・リフレッシュ、行楽など休息・リフレッシュ、行楽など
のレクリエーション機能のレクリエーション機能

●●  保健・レクリエーション機能保健・レクリエーション機能

景観や学習・教育、地域の多様景観や学習・教育、地域の多様
性維持などに資する機能性維持などに資する機能

●● 文化機能 文化機能

地球温暖化の緩和（二酸化炭素地球温暖化の緩和（二酸化炭素
吸収、代替エネルギー）、地球吸収、代替エネルギー）、地球
気候システムの安定化気候システムの安定化

●● 地球環境保全 地球環境保全

洪水緩和、水量調節、水質浄化、洪水緩和、水量調節、水質浄化、
土砂災害防止土砂災害防止

●● 土砂災害防止機能・ 土砂災害防止機能・
土壌保全機能土壌保全機能木材の生産やキノコ等の林産木材の生産やキノコ等の林産

物、工芸材料の産出物、工芸材料の産出

●● 物質生産機能 物質生産機能

林業労働者数

● 京都府／林業労働力実態調査（京都府林業振興課） 

昭和 45 年
3,323 人（男性 2,770 人、女性 553 人）

令和３年
430 人（男性 421 人、女性９人）

昭和 55 年
146,322 人（男性 122,208 人、女性 24,114 人）

● 全国／国勢調査（総務省）

平成 27 年
45,440 人（男性 42,690 人、女性 2,750 人）

１㎥あたりの年平均木材価格

昭和 55 年
ヒノキ 7.64 万円、スギ 3.96 万円、まつ 2.87 万円

令和３年
ヒノキ 2.59 万円、スギ 1.61 万円、まつ 1.38 万円

※ 農林水産統計木材価格（農林水産省大臣官房統計部）

平均 60％下落

― 

特
集
① 

―　
森
林
と
わ
た
し
た
ち

問　地球温暖化対策室（農林環境課内）☎ 43-9023

 75.2%
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川
が
増
水
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
も
し
森
が
な
い
と
、
雨
水
は
地
表
を

一
気
に
流
れ
て
し
ま
う
た
め
、
一
度
に
大

量
の
水
が
川
に
流
れ
た
り
、
土
や
岩
が
川

や
生
活
域
に
流
れ
出
て
し
ま
う
な
ど
、
災

害
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
森
林
の
適

正
な
管
理
が
国
土
を
守
る
こ
と
に
な
り
、

わ
た
し
た
ち
の
生
命
・
生
活
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

木
の
伐
採
は
悪
い
こ
と
？

　
「
木
を
伐
採
し
な
い
こ
と
が
、
森
林
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
思
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？　
適
正
に
木
を
伐
採
し
、「
植

林
・
下
刈
り
・
間
伐
・
伐
採
」
の
サ
イ
ク

ル
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
豊
か
な
森
を

育
て
森
林
の
持
つ
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

● 間伐ができている森林
太陽の光が入り、豊かな森へと
成長していく

● 間伐ができていない森林
太陽の光が差し込まず、暗い森
林となっている

　
間
伐
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
太
陽
の

光
が
森
林
に
入
り
、
根
が
し
っ
か
り
と
張

り
幹
の
太
い
木
に
成
長
し
、
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
表
ま

で
太
陽
の
光
が
届
く
こ
と
で
下
層
植
生
が

成
長
し
、
よ
り
雨
水
を
貯
め
る
力
も
大
き

く
な
り
、
山
地
災
害
の
抑
制
と
い
っ
た
防

災
面
で
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
森
林
が
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
荒
れ
た
ま

ま
の
状
態
を
放
置
し
続
け
る
と
、
水
源
涵

養
な
ど
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ず
、

災
害
の
発
生
・
激
甚
化
、
地
球
温
暖
化
の

進
行
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
影
響

を
与
え
る
ほ
か
、
生
物
の
多
様
性
保
存
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
雨
の
と
き
森
が
あ
る
と
、

地
表
に
降
っ
た
雨
水
の
多
く
は
土
の
中
に

し
み
こ
み
地
中
を
流
れ
ま
す
。
こ
れ
は
地

表
を
流
れ
る
よ
り
も
ず
っ
と
遅
い
の
で
、

木
を
切
っ
て
使
う
こ
と
が

森
を
守
る
こ
と
に

　　
木
材
を
利
用
し
森
林
資
源
を
循
環
さ
せ

る
こ
と
は
、
森
林
の
適
正
な
管
理
に
つ
な

が
り
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
持
続

的
な
発
揮
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま

森
林
の
適
切
な
管
理
に
向
け
て

　
平
成
31
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
森
林
経

営
管
理
法
で
は
、「
森
林
所
有
者
は
そ
の

権
原
に
属
す
る
森
林
に
つ
い
て
適
時
に
伐

採
、
造
林
お
よ
び
保
育
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
経
営
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、
森
林
所
有
者
の

責
務
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

町
村
は
「
そ
の
区
域
内
に
存
す
る
森
林
に

つ
い
て
、
経
営
管
理
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
措
置
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も

の
と
す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
そ
こ
で
国
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
森
林

を
適
正
に
管
理
し
て
い
く
た
め
「
森
林
環

境
税
」
の
課
税
（
納
税
義
務
者
一
人
あ
た

り
年
額
１
０
０
０
円
）
を
始
め
ま
す
。
森

林
環
境
税
は
、
私
有
林
人
工
林
面
積
・
林

業
就
業
者
数
・
人
口
の
客
観
的
な
基
準
に

よ
り
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」
と
し
て
各

市
町
村
に
配
分
さ
れ
、
森
林
整
備
な
ど
に

活
用
さ
れ
ま
す
。与
謝
野
町
に
お
い
て
も
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
町
内
の
人

工
林
を
調
査
し
、
森
林
所
有
者
に
経
営
管

理
な
ど
の
意
向
調
査
を
進
め
、
森
林
の
適

正
な
管
理
を
促
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
次
回
は
、「
森
林
環
境
譲
与
税
」「
森
林

経
営
管
理
制
度
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

す
。
京
都
府
や
市
町
村
で
は
「
公
共
建
築

物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
府
内
・
市
町

村
産
木
材
の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
や
与
謝
野
町
内
産
の
木
材
が
使

用
さ
れ
る
と
、
府
や
町
内
の
森
林
整
備
が

進
み
ま
す
。
ま
た
、「
植
え
る
・
育
て
る
・

使
う
・
植
え
る
」
の
サ
イ
ク
ル
の
循
環
が

維
持
さ
れ
、
森
林
の
適
正
管
理
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
資

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
伐

採
し
た
後
も
建
物
や
家
具
な
ど
に
木
材
を

使
う
こ
と
で
、
炭
素
を
貯
め
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
木
造
住
宅
の
場
合
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
比
較
し
て
３
～
４
倍
の
炭
素

を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

― 

特
集
① 

―　
森
林
と
わ
た
し
た
ち

京都の 木 を使おう

　住宅の骨組みにはたくさんの木材
が使われており、安心・安全な住宅
を建てるためには、強くてたわみに
くい木材が必要です。京都府産スギ
の強度を測定したところ、過半数
が E90 ※以上あり、安全な強度なと
なっています。
　また、京都府産木材を利用するこ
とで、木材の輸送時に排出される
二酸化炭素量（ウッドマイレージ
CO ₂）の削減と森林整備を促進し、
地球温暖化防止が図られます。

京都府の木は「北山杉」

※ 曲げヤング係数。数値が大きいほど、
たわみにくい木材であることを示す

　京都の木を使った、住宅や非住宅
の新築や増改築などの支援、福祉施
設や商業施設の木材製品導入の支
援、新たな木製品等の開発への支援

（ひろがる京の木整
備事業）がありま
す。 詳 し く は、 京
都府ホームページ
をご覧ください。

京都の木の利用に関する
支援事業

府ホームページ

町
内
産
の
木
材
で
作
っ
た
ベ
ン
チ
（
役
場
加
悦
庁
舎
）

植林

伐採

間伐

下刈り
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山添町長と
みんな・みえる・みらいトーク

Vol.02 新しい移住・定住のカタチ

（
高
瀬
）　
一
番
の
壁
は「
言
葉
」で
し
た
。

「
だ
で
」「
し
ゃ
っ
て
も
」「
い
か
め
え
」「
だ

ん
に
ゃ
あ
」
―
―
。
わ
た
し
が
就
職
し
た

と
き
は
、
自
分
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
世
代
が
多
く
、
こ
っ
て
こ
て
の
加

悦
谷
弁
ば
か
り
で
、
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い

の
が
「
お
み
ゃ
ー
、
何
年
生
ま
れ
で
ぃ

や
ー
」
と
聞
か
れ
た
と
き
で
す
。
相
手
は

普
通
に
聞
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
「
こ
の

お
っ
ち
ゃ
ん
、
怒
っ
て
い
る
の
か
？
」
と

思
い
、
聞
か
れ
て
い
る
内
容
が
頭
に
入
っ

て
こ
な
い
く
ら
い
壁
を
感
じ
ま
し
た
。

（
原
）　
引
越
し
を
し
た
際
、
あ
い
さ
つ
に

伺
っ
た
と
き
に
「
隣
組
に
加
入
し
た
い
で

す
」
と
言
い
ま
し
た
。
今
住
ん
で
い
る
地

域
の
人
口
が
少
な
い
た
め
、
隣
組
に
加
入

し
な
い
と
皆
さ
ん
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
い
、
夫
婦
で
話
し
合
い
加

入
し
ま
し
た
。

　
移
住
し
て
１
年
後
、
夫
に
消
防
団
の
お

誘
い
が
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
「
入
っ

た
ら
大
変
や
で
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
夫
な
り
に
考
え
て
今
で
は
消
防
団
員

与謝野町に移住（U ターンを含む）された５人の方をゲストに迎え、「新しい移住・
定住のカタチ」をテーマに開催した山添町長とみんな・みえる・みら
いトーク（以下、「町長トーク」）。５人が与謝野町に移住したきっかけ
は何だったのか。また、さらに移住者を増やしていくために必要な取
り組み、受け入れる地域に必要なことは何なのか。移住者の視点で与
謝野町の魅力と課題、そして未来について語り合った内容をお届けし
ます。

【
特
集
②
】
山
添
町
長
と
み
ん
な
・
み
え
る
・
み
ら
い
ト
ー
クV

ol.02

（
原
）　
移
住
し
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
塩し
お

見み

直な
お

紀き

さ
ん

の
「
半
農
半
Ｘ
」
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
は
全
然
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
半
分

農
業
で
家
族
が
食
べ
て
い
く
た
め
の
お
米

や
野
菜
を
育
て
な
ら
が
ら
、
自
分
の
好
き

Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
初

は
新
し
い
土
地
に
行
く
く
ら
い
、
と
け
込

み
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ

は
、
親
が
世
帯
主
と
し
て
隣
組
や
地
域
の

行
事
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、「
青
木
さ

ん
と
こ
の
息
子
」
く
ら
い
の
認
識
は
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
を
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
に
く

か
っ
た
で
す
。
か
や
山
の
家
の
代
表
に
な

る
前
ま
で
は
、
地
域
と
の
接
点
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
、
今
で
は
「
山
の
家
の
青

木
」と
、地
域
の
方
か
ら
認
識
し
て
も
ら
っ

い
す
る
「
ホ
ッ
プ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
登
録

し
て
、
移
住
前
に
参
加
し
ま
し
た
。
移
住

し
て
か
ら
も
何
度
か
ホ
ッ
プ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
参
加
す
る
中
で
、
与
謝
野
ホ
ッ
プ
や
与

謝
野
ビ
ー
ル
に
関
係
す
る
方
々
と
つ
な
が

り
、
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
自
分
か
ら
調
べ
て
行
動
を
起

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
菊
地
）　

妻
の
実
家
に
来
た
身
な
の
で
、

自
分
の
知
っ
て
い
る
方
が
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
移
住
す
る
前
に
「
与
謝
野
町
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
」と
調
べ
た
と
き
に
、

始
め
に
目
に
し
た
の
が
「
与
謝
野
ホ
ッ

プ
」
で
し
た
。
わ
た
し
は
す
ご
く
ビ
ー
ル

が
好
き
な
の
で
、
ホ
ッ
プ
栽
培
を
お
手
伝

町長トークの会場となった「かやの山の家」からの風景。眼下に棚田が広がり、夕方
には美しい夕日を見ることができる。風の音、野鳥のさえずり、地元の食材を使った
食事、ゆっくりと流れる時間――。都会では体感できない時間を過ごすことができる。

こ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
が
で
き

た
の
で
、
よ
り
と
け
込
ま
せ
て
も
ら
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
江
種
）　
や
っ
ぱ
り
移
動
販
売
の
「
エ
グ

カ
フ
ェ
」
を
や
っ
て
い
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
で
す
。
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
京
丹
後
市
や
宮
津
市
に
も
行

か
せ
て
も
ら
い
、
出
店
者
や
お
店
に
来
て

く
れ
る
方
と
会
話
を
し
て
い
く
中
で
つ
な

が
り
が
で
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

（
青
木
）　
12
年
間
、
与
謝
野
町
を
離
れ
て

て
い
ま
す
。

（
山
添
町
長
）　
青
木
さ
ん
の
お
気
持
ち
は

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
わ
た
し
の
場
合
は
28

歳
の
と
き
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら

地
域
の
祭
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
積
極

的
に
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
同
級
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
使
い
な
が
ら
、
も
う
一

度
関
係
性
を
温
め
て
い
き
ま
し
た
。
わ
た

し
自
身
も
菊
地
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
か

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
接
点
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、

地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。

高瀬 幸香
Takase Sachika

江種 里榮子
Egusa Rieko

菊地 亨
Kikuchi Susumu

原 かづさ
Hara Kazusa

青木 博
Aoki Hiroshi

町 Youtube チ ャ
ンネルで全編をご
覧いただけます問　総務課 ☎ 43-9010

地
域
へ
の

な
じ
み
方
・
と
け
込
み
方

（
困
っ
た
こ
と
、
良
か
っ
た
方
法
な
ど
）

【
テ
ー
マ
①
】

移
住
前
と
移
住
後
の

ギ
ャ
ッ
プ

（
都
会
と
違
う
こ
と
、
良
か
っ
た
点
な
ど
）

【
テ
ー
マ
②
】

ゲスト同志のつながりもうまれた町長トーク

今
で
は
実
家
に
帰
っ
て
話
す
と
、

自
然
に
「
だ
で
」
と
か
加
悦
谷
弁
が
出
て
し
ま
う
。
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化
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
も

空
き
家
や
仕
事
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
高
瀬
）　

移
住
者
を
増
や
し
て
い
く
に

は
、
子
ど
も
が
お
ら
れ
る
ご
家
族
に
は
、

家
の
他
に
仕
事
や
パ
ー
ト
、
子
ど
も
が
遊

べ
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
と
れ
る
場
所
な

ど
の
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。

（
菊
地
）　

わ
た
し
の
地
元
も
田
舎
で
す

が
、
地
元
に
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
自
身
も
そ
う
で
し
た
が
、
高
校
を
卒

業
し
て
都
会
に
出
る
子
ど
も
た
ち
は
、
与

謝
野
町
で
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
を
担
う
世
代
の
方
た
ち
が
、
与
謝
野
町

に
誇
り
を
も
っ
て
「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た

な
い
高
校
時
代
で
し
た
が
、
今
は
地
域
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
か
や
山
の
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
高
校
生
が
い
ま
す
が
、
都
会
で
暮
ら

し
た
い
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

か
ら
「
与
謝
野
町
は
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
」

と
言
え
ま
す
が
、町
外
に
出
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
土
地
の
価
値
に
気
づ
け
る
の
か
な
と

思
い
、
あ
え
て
「
都
会
で
頑
張
っ
て
み
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

町
外
に
出
た
か
ら
こ
そ「
良
い
と
こ
ろ
だ
」

と
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
ず
っ
と
こ

こ
に
い
る
こ
と
が
正
し
い
と
は
言
え
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

力
隊
」
と
し
て
与
謝
野
町
に
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
山
の
自
然
環
境
保
全
や
地
域
産

品
の
活
用
な
ど
に
携
わ
る
中
で
、
全
体
の

根
本
的
な
部
分
ま
で
考
え
、
ど
う
ア
ク

シ
ョ
ン
す
る
の
か
、
人
の
体
制
を
ど
う
す

る
の
か
な
ど
を
想
定
し
な
が
ら
仕
事
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
高
瀬
）　
綾
部
市
の
農
業
大
学
校
を
卒
業

し
て
、
就
職
を
機
に
与
謝
野
町
に
来
ま
し

た
。
綾
部
市
も
そ
こ
そ
こ
田
舎
な
の
で
、

田
舎
暮
ら
し
と
い
う
点
で
は
特
に
苦
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
規
就
農

者
と
い
う
こ
と
で
、
書
類
作
成
な
ど
大
変

な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
役
場

や
農
協
の
方
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

（
菊
地
）　
移
住
後
は
自
分
か
ら
楽
し
も
う

と
思
い
、
登
山
が
趣
味
な
の
で
大
江
山
登

山
に
行
っ
た
り
と
か
、
今
年
初
め
て
住
ん

で
い
る
三
河
内
の
祭
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、地
域
の
方
た
ち
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

実
際
に
住
ん
で
み
て
、
自
分
か
ら
行
動
す

る
こ
と
で
ま
だ
ま
だ
新
し
い
発
見
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
青
木
）　
与
謝
野
町
を
離
れ
た
く
て
仕
方

な
こ
と
で
お
金
を
稼
ぐ
生
き
方
で
す
が
、

今
、
も
の
す
ご
く
働
い
て
い
ま
す
。
野
菜

栽
培
は
最
近
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
自
給

率
５
％
ほ
ど
。
本
当
に
理
想
と
現
実
は
違

い
ま
す
が
、
で
も
ス
ト
レ
ス
が
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
が
多
少
あ
っ
た
と
し

て
も
土
い
じ
り
を
し
た
り
、
家
の
住
環
境

も
良
く
て
す
ぐ
に
解
放
さ
れ
ま
す
。

　
移
住
前
は
、
す
ご
く
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
娯
楽
が
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
の
で
、
稼
い
だ
お
金
全
部
を
ス
ト
レ
ス

で
使
っ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
。「
稼
い
で
、

使
っ
て
」の
繰
り
返
し
で
、そ
の
負
の
ル
ー

プ
か
ら
抜
け
出
し
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

（
江
種
）　
平
成
27
年
に
「
地
域
お
こ
し
協

（
青
木
）　
移
住
を
希
望
す
る
方
が
住
む
場

所
や
仕
事
を
探
す
た
め
に
、
山
の
家
に
何

度
も
泊
ま
り
な
が
ら
探
す
場
面
に
立
ち

会
っ
て
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
住
む
場
所

が
一
つ
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
以
前
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
物
件
で
、
地
元
の
方
に
尋
ね
る

と
空
い
て
い
る
物
件
が
あ
り
大
家
さ
ん
に

連
絡
を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
、
ト
ン
ト
ン

拍
子
で
話
が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

す
べ
て
を
行
政
が
把
握
す
る
の
は
難
し
い

の
で
、
地
域
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て

い
る
方
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。（
終
了
）

　

次
回
は
、「
与
謝
野
町
の
持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
予
定
で
す
。

い
」「
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
、
よ

り
移
住
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

（
原
）　
わ
た
し
は
「
与
謝
野
町
」
と
い
う

ま
ち
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
綾
部
を

き
っ
か
け
に
京
都
府
北
部
を
知
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
夫
が
与
謝
野
町
に
住
む
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
夫
が
「
移
住
先
は
自

分
で
決
め
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
京
都

府
北
部
を
ド
ラ
イ
ブ
で
一
周
し
た
と
き
に

与
謝
野
町
を
通
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

す
ば
ら
し
い
田
ん
ぼ
の
風
景
を
目
に
し
て

移
住
を
決
め
ま
し
た
。
な
の
で
、
こ
の
良

さ
を
、
与
謝
野
町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
特
集
②
】
山
添
町
長
と
み
ん
な
・
み
え
る
・
み
ら
い
ト
ー
クV

ol.02

与謝野町の
主な移住・定住支援

与謝野町に移住し、定住する目的で
住宅の新築または新築建売住宅・中
古住宅を購入（３親等以内の親族が
所有する町内の住宅を購入した場合
を除く）した子育て世帯に対して、
移住定住に要する費用の一部を補助
します。　※ 要事前相談

町長トークの様子は撮影し、有線テレビで放送しました。な
お、放送内容は町 Youtube チャンネルでご覧いただけます。

与謝野町に暮らす方々が毎日を楽しんでい
ることが、一番遠いようで移住者を呼び込
んでいく近道だと思います。 （山添町長）

移
住
者
を
増
や
し
、
定
住
し

続
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

【
テ
ー
マ
③
】

（
江
種
）　
生
き
て
い
く
た
め
に
は
「
住
む

場
所
」「
仕
事
」
が
必
要
で
す
。
地
域
の

中
で
住
め
る
家
、
で
き
る
仕
事
を
見
え
る

さ
ら
に
移
住
者
の
方
が
増
え
て
、

お
も
し
ろ
く
楽
し
い
ま
ち
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

子育て世帯の移住を支援
（子育て世帯移住定住促進事業）

● 補助金額
基本金額（100 万円）と加算額に
より最大 220 万円

問　企画財政課 ☎ 43-9015

空き家バンクへの物件登録を促進す
るため、空き家バンクに登録された
物件の所有者に対して予算の範囲内
において奨励金を交付します。

空き家を登録する
（空き家バンク登録奨励金）

● 補助金額
５万円

（１件の登録空き家につき、１回限り）

1111　　　　　　広報よさの SEPTEMBER 2023広報よさの SEPTEMBER 2023 1010広報よさのNo.211広報よさのNo.211



設
課
（
☎
４
３・
９
０
１
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
い
。

耐
震
性
が
あ
っ
て
も
安
心
は
禁
物

　
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
28
（
２
０
１
６
）

年
の
熊
本
地
震
な
ど
で
は
、
多
く
の
方
が

倒
れ
て
き
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
り
、
尊

い
命
を
失
っ
た
り
大
ケ
ガ
を
負
い
ま
し

た
。「
大
地
震
で
は
家
具
は
必
ず
倒
れ
る

も
の
」
と
考
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
家
具
の

固
定
や
見
直
し
で
「
安
全
空
間
」
を
作
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
例
】
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
冷
蔵
庫
、
電

子
レ
ン
ジ
、
テ
レ
ビ
の
固
定
な
ど

防
災
マ
ッ
プ
で
確
認
を

　
地
震
の
揺
れ
は
、
地
盤
の
固
さ
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。
地
盤
の
柔
ら
か
い
と
こ

ろ
で
は
、
小
さ
な
地
震
で
も
揺
れ
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
与
謝
野
町
で
は
、
災
害
に

よ
り
各
地
域
で
予
測
さ
れ
る
土
砂
災
害
や

津
波
の
高
さ
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
を

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
地
図
上
に
示
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
を

作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
お
住
い
付
近
の
地
震
に
よ
る
揺
れ

や
す
さ
は
、「
京
都
府
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

自
宅
の
耐
震
性
は
大
丈
夫
？

　
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
に
、
住
宅
を

建
て
る
と
き
の
建
物
の
強
さ
を
定
め
る
基

準
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
以

降
に
建
て
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
家

の
強
さ
を
知
る
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
家
に
住
ん

で
い
る
場
合
は
、
必
ず
専
門
家
の
耐
震
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
耐
震
診
断
士
の
派
遣

や
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
建

身
の
守
り
方
は
場
所
で
違
う

　

地
震
緊
急
速
報
を
見
聞
き
し
た
場
合

や
、
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
と
き
に
と
る

べ
き
行
動
は
、
そ
の
と
き
に
い
る
場
所
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
生
活
パ

タ
ー
ン
の
中
の
い
く
つ
か
の
場
面
を
想
定

し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
身
を
守
る
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
生
活
パ
タ
ー
ン
の
例
】

家
庭
内
、
屋
外
、
自
動
車
運
転
中
な
ど

自
宅
で
備
え
る

　
大
災
害
が
発
生
す
る
と
水
や
電
気
、
ガ

ス
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
復
旧
ま
で
の

間
、
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
水
や
食

料
（
３
日
分
を
目
安
）、
生
活
用
品
を
備

蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
宅
が
被
災
し

た
り
自
宅
周
辺
一
帯
が
危
険
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
急
い
で
自
宅
を
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
非
常
持
ち
出

し
品
は
前
も
っ
て

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ

て
お
く
な
ど
の
準

備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

災
害
へ
の
備
え 

― 

地
震
編 

―

　

地
震
大
国
日
本
―
―
。
日
本
国
内
に
は
、
約

２
０
０
０
の
活
断
層
（
最
近
の
地
質
時
代
に
繰
り
返

し
活
動
し
、
将
来
も
活
動
を
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ

る
断
層
）
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
ど
こ

に
い
て
も
地
震
に
よ
っ
て
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認
や
宅
内
の
家
具
を
固
定

す
る
な
ど
、
万
が
一
の
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問　
防
災
危
機
管
理
対
策
室 

☎
４
３・９
０
１
１

マルチハザード
情報提供システム

平成 28 年、熊本地震で被災した
益城町の当時の状況

発災時の町の状況
（平成 28 年の人口 34,499 人、13,455 世帯）

マグニチュード 6.5（震度７）の地震（前震）
が発生。町職員は役場に駆けつけ、避難して
きた町民の対応に追われる。

マグニチュード 7.3（震度７）の地震（本震）
が再度発生。

【度重なる余震】
震度６強（２回）、６弱（３回）、５強（５回）、
５弱（13 回）、４以上（145 回）
人的被害
直接死者 20 人、震災関連死者 25 人、重傷
者 135 人
住家被害
全壊 3,026 棟、大規模半壊・半壊 3,233 棟（一
部損壊を含めると被災家屋は全体の約 98％）
避難者数の推移
・４月 17 日　16,050 人
・４月 24 日　 7,319 人
・８月 11 日　    798 人
・10 月 31 日　避難所閉鎖

●

●

●

４月 14 日（木）午後９時 26 分ころ

４月 16 日（土）午前１時 25 分ころ

情報収集と発信体制　― 本震で役場庁舎が被災 ―

役場庁舎の電算システム機器類に大きな被害
はなかったが、無停電装置が損壊し情報発信
できなくなる。

役場庁舎に九州電力の電源車が配備され、電
算システムが復旧。

本震発生により電源車が横転。電力供給が途
絶え、他の施設からの情報発信もできなかっ
たため、熊本県に情報発信を依頼。
※ その後、町災害対策本部にはさまざまな
機関や団体、町内部からの情報が集まってく
るため、住民に発信する情報を外部機関（神
戸・東京）の協力を得て発信

（ホームページ／アプリでの配信／ FM 放送
Ｌアラート（防災システム）／広報ましき災
害臨時号（紙媒体）による情報発信）

４月 14 日（木）

４月 15 日（金）

４月 16 日（土）

突
っ
張
り
棒
を
使
っ
た
家
具
の
固
定

震災直後「ほぼすべての住民が避難者」になったため、避難所は混乱状態。

度重なる余震の恐怖などから、車中泊する避難者も多数。

益城町作成「平成 28 年熊本地震 からの復旧・復興に向けた取組み（2023.4 末）」から抜粋

役場庁舎が被災し、駐車場に設置された「災害対策本部」
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営業を再開しました
天の橋立岩滝温泉

クアハウス岩滝

※ これまでとの変更点 … 個人 1 年会員、会員カード発行手数料、各種回数券の販売はありません

● 営業日・時間

営業日 営業時間

【平日】
午前 10 時～午後 9 時（午後 8 時 30 分最終入館）

【土曜日・日曜日・祝日】
午前 10 時～午後 6 時（午後 5 時 30 分最終入館）

毎週木曜日
（木曜日が祝日の場合は営業、翌平日が休館）
※ 特別休館予定（設備等の改修工事のため）

令和 6 年 3 月 1 日（金）～ 31 日（日）

※ ウォータースライダーは休止中です

月１日、４月から設備更新などで休館していた「クアハウス岩滝」の営業を再開い
たしました。この間、ご利用の皆さまにはご迷惑とご心配をおかけしておりました

が、与謝野町の直接運営での再スタートとなります。安心・安全を第一に運営してまいり
ますので、皆さまのご来館を待ちしております。

８

問　産業観光課 ☎ 43-9012

クローズアップクローズアップ

Close UpClose Up

10 2
月 曜 日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」
を

再
編
し
ま
す

― 

一
部
を
予
約
型
乗
合
交
通
へ 

―

　
与
謝
野
町
で
は
、
現
在
運

行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ひ
ま
わ
り
」（
町
営
バ
ス
）

に
つ
い
て
、
交
通
事
業
者
の

運
転
士
不
足
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な

ど
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
10
月
２

日
か
ら
一
部
の
路
線
を
「
予

約
型
乗
合
交
通
」
に
再
編
し

ま
す
。
再
編
に
伴
い
、
バ
ス

問　
企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

現行（再編前） 10 月２日以降（再編後）

運行企画 与謝野町 変更なし

運行主体 丹後海陸交通株式会社 変更なし

運行路線
● 奥滝線
● 岩屋線
● 加悦奥・石川線

● 奥滝線
● 加悦奥線

運 行 日
● 月・水・金（奥滝線、岩屋線）
● 火・木・土（加悦奥・石川線）

● 月・水・金（奥滝線、加悦奥線）

運 賃
● 大人 200 円　● 小人 100 円
● 幼児無料　※ 回数乗車券あり 変更なし

運行に関すること

再編前 再編後

奥滝線
算所区、加悦区、与謝区、滝区
金屋区、温江区、明石区

算所区、加悦区、与謝区、滝区、
金屋区
※ 温江区、明石区は予約型乗合交
※ 通に変更

岩屋線 岩屋区 廃線
※ 予約型乗合交通の運行に変更

加悦奥
石川線

算所区、加悦奥区、加悦区
香河区、上山田区、石川区

算所区、加悦奥区、加悦区
※ 香河区、上山田区、石川区は予

約型乗合交通に変更

運行エリアに関すること

路
線
の
廃
止
や
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
町
営
バ
ス
の
新
路
線
や
予

約
型
乗
合
交
通
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
有
線
テ
レ
ビ
、
広
報
よ
さ

の
10
月
号（
10
月
10
日
発
行
）

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

予約型乗合交通

予約型乗合交通とは、通
常の路線バスのように決
まった曜日や時間、ルー
トを運行するのではな
く、「予約がある場合に
のみ運行」し、経路や運
行時間を変えて車両を運
行する仕組みです。また、
タクシーとの相違点とし
て複数予約があった場合
は、乗り合い（複数人乗
車する）となる場合があ
ります。

用 語 解 説

● 使用料金（一般の方・会員の方）

使用区分 料金 対象の方 備考
全館 1,650 円 大人（中学生以上）

1,100 円 満 70 歳以上の方
障害者手帳などをお持ちの方

プール
バーデゾーン
健康浴場

1,210 円 大人（中学生以上） 小学 3 年生以下は保護
者同伴でご利用くださ
い。
各種証明ができるもの
をお持ちください。

880 円
満 70 歳以上の方
障害者手帳などをお持ちの方
小人（３歳以上小学生以下）

健康浴場

550 円 大人（中学生以上）

330 円
満 70 歳以上の方
障害者手帳などをお持ちの方
小人（３歳以上小学生以下）

個人会員 8,800 円 大人（中学生以上） 全館が使用可能です。
※ １ヵ月単位
※ 小人はトレーニングルー

ムが使用できません

障害者手帳等所持者 6,600 円 ―

小人 4,400 円 ３歳以上小学生以下

会員入会金 6,600 円

一
般
の
方

（プール、バーデゾーン、
健康浴場、トレーニング
ルーム）

会
員
の
方
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空の日 ９月20日は空の日。文字通り「空」にまつわる本をご紹介します。

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

雨が降り、風が吹き、雲
が流れ、そして太陽が昇
り沈んでいく。そんな空
の移り変わりを、詩人と
絵本作家がコンビを組ん
で描いた絵本。鮮やかで
美しい風景がみずみずし
い言葉とともに描かれて
います。お子さんと一緒
に読んでほしい１冊。

『世界で一番美しい空港』
エクスナレッジ

流線形の近代的な建物、施
設内に美しい水槽や植物園
のように草木が植えられて
いたりなど、その国や地域
を表す個性的な建築物であ
る空港。世界中の空港の写
真を眺めていると、まるで
世界中を周遊しているかの
ような気持ちにさせてくれ
る１冊。

『空の絵本』
長田弘 作　荒井良二 絵／講談社

NHK で気象キャスターと
して活躍する著者が、なぜ
気象予報士という仕事に就
いたのか？　また、気象予
報士の仕事の中身や自然災
害が身近になった今、知っ
ておきたい身を守るための
気象情報についても、読み
手に語りかけるようにやさ
しく説明した１冊。

『すごい空の見つけかた』
武田康男 写真・文／草思社

夜明けや夕焼け、飛行機か
ら見下ろした雲の群れな
ど、ほんの数分で終わって
しまう気象現象。30 年以
上空の写真を撮影してきた
著者のよりすぐりの写真と
ともに、その現象が起こる
理由や見られる方法を実体
験と科学的知見をもとに解
説した１冊。

『空を見上げてわかること 身近だけど知らない
気象予報士』　　　　　　　   斉田季実治 著／ PHP 研究所

おはなし会を開催します

● 加悦分室…９月９日（土）　● 野田川分室…９月 23 日（祝）　● 本館…10 月７日（土）

― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

一般書 ●『不登校・登校しぶり』藤枝
静暁／ナツメ社 ●『ぼくはあと何回、
満月を見るだろう』坂本龍一／新潮社 
●『測る世界史』ピエロ・マルティン

／朝日新聞出版 ●『人気No.１にダマされないため
の本』小林直樹／日経BP ●『農家が教えるいもづ
くし』農文協／農山漁村文化協会

児童書 ●『名探偵ポアロ スタイルズ荘の怪事件』
アガサ・クリスティー／早川書房 ●『ようかいむ
らのきもだめしキャンプ』たかいよしかず／国土社 
●『ぼくは本のお医者さん』深山さくら／佼成出版
社 ●『小学生の何でもお悩み相談室』関和之／旺
文社 ●『かいけつゾロリいきなり王さまになる？』
原ゆたか／ポプラ社PHP研究所

今月の
新着図書

がんばってます！消防団 編集 ● 第１分団

小型ポンプ操法を披露！
７７ 月９日、大江山運動公園グラウンドにおいて

「与謝野町消防団町長査閲」が実施されました。
　５月の連休明けから訓練を開始。約２ヵ月間、多
くの団員が参加し各分団とも一丸となって訓練を行
いました。第１分団は、令和６年度に小型ポンプ操
法で京都府消防操法大会への出場が決定しているた
め、昨年度の団長巡視に続き小型ポンプ操法を披露。
要員は着実に力を付けてきていますが、今後はさら
に正確な訓練が求められます。団員のご家族の皆さ
まにはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきま
すようお願いします。 小型ポンプ操法を披露する第１分団

９月３日～９日は「救急医療週間」9月9日は 救急の日

急急 な 病 気 や け が な ど 、 救 急 事 故 が 発 生 し て も
応 急 手 当が適切に行われたことで、大事にいた

らなかった事例が見られます。例えば、子どもが食品や
おもちゃの部品などを喉に詰まらせ窒息する事故の中に
も、応急手当が適切に行われた事例がみられます。万が

一のとき、慌て
ず適切な行動が
できるように講
習会に参加する
など、対処方法
を覚えておきま
しょう。

　日本で最初に緊急通報（火災
報知専用電話）が設定されたの
は、大正 6 年でした。関東大
震災をきっかけに、人力での電
話交換制から自動交換へ切り替
わり、その際にダイヤル時間が
短くてすむ「112 番」が割り
当てられました。
　しかし、間違い電話がとても
多かったことから、業務や他業
種に支障が出るとのことで局番
の最初の数字としては使われる
ことのない「９」を採用し、現
在の「119」になりました。

最初の緊急通報は
「112」番だった !?

救急豆知識

子ども家庭庁
「応急手当方法」
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北部医療センターの医療提供体制の充実に向けて
北部２市２町の要望活動 問　保健課 ☎ 43-9022

　
８
月
９
日
、
京
都
府
庁
お
よ

び
京
都
府
立
医
科
大
学
に
お
い

て
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」）
の
医

療
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
向

け
、
２
市
２
町
の
首
長
で
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
京
都
府
庁
で
は
、
２
市
２
町

を
代
表
し
て
山
添
町
長
か
ら

西に
し
わ
き脇

京
都
府
知
事
に
対
し
「
北

部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向

け
た
継
続
的
な
予
算
確
保
」「
精

神
科
に
常
駐
医
師
の
配
置
」
な

ど
、
６
項
目
に
つ
い
て
要
望
。

西
脇
知
事
か
ら
は
「
病
院
機
能

拡
充
に
向
け
た
基
本
構
想
の
策

定
に
向
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
議
論
を
進

め
て
い
る
」「
精
神
科
医
が
退

職
し
常
勤
医
が
い
な
い
こ
と
は

伺
っ
て
い
る
の
で
、
京
都
府
立

医
科
大
学
と
協
議
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
立
地
自
治
体
と
し

て
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
体

制
充
実
に
向
け
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

左から中島京都府議会議員、城﨑宮津市長、山添町長、
西脇京都府知事、中山京丹後市長、吉本伊根町長、
井口京都府議会議員（京都府庁にて）

要望内容の詳細は、左記の二次元
コード（町ホームページ）からご
覧いただけます。

　
平
成
29
年
度
に
文
化
庁
か
ら
認
定

を
受
け
た
日
本
遺
産
「
３
０
０
年
を

紡
ぐ
絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち
り
め
ん

回
廊
」。
今
年
度
、
認
定
継
続
審
査

が
行
わ
れ
、
こ
の
度
「
認
定
継
続
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

磨
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
丹
後
ち
り
め
ん
と
織
物
文
化
の
魅

力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

日
本
遺
産
と
は

　

地
域
に
点
在
す
る
遺
産
を
「
面
」

と
し
て
活
用
し
、発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
。

● 日本遺産「300 年を紡ぐ絹が織りなすちりめん回廊」

認定継続が決定しました！ 問　産業観光課 ☎ 43-9012

３
０
０
年
を
紡
ぐ

絹
が
織
り
成
す

丹
後
ち
り
め
ん
回
廊

　
丹
後
地
域
は
、
今
で
も
着
物
の
生

地
の
約
６
割
を
生
産
す
る
国
内
最
大

の
絹
織
物
産
地
で
あ
り
、
織
物
の
営

み
が
育
ん
だ

機
場
や
町
並

み
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。

日本遺産
ポータルサイト

重要伝統的建造物群保存地区「ちりめん街道」

健やか広場　認知症予防の食事

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
】
ご
ま
な
ど
の
種
実

類
、う
な
ぎ
（
蒲
焼
き
）、か
ぼ
ち
ゃ

な
ど

認
知
症
予
防
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

● 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る

　
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」
の
そ
ろ
っ

た
食
事
を
基
本
に
、
１
日
３
食
規
則

正
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

　
よ
く
か
む
こ
と
で
脳
の
認
知
機
能

を
つ
か
さ
ど
る
部
分
が
活
発
に
働

き
、
記
憶
力
や
認
知
力
が
よ
く
な
り

ま
す
。
体
や
脳
の
た
め
に
も
食
事
は

ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

● 

て
き
ぱ
き
と
料
理
を
す
る

　
「
料
理
を
作
る
」
と
い
う
動
作
が

認
知
機
能
を
鍛
え
ま
す
。
作
業
を
同

時
進
行
し
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
調
理

し
、
時
に
は
新
し
い
料
理
も
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

物
忘
れ
と
は
違
う
「
認
知
症
」

　
認
知
症
と
は
「
い
ろ
い
ろ
な
原
因

で
脳
細
胞
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、

生
活
す
る
う
え
で
支
障
が
出
て
い
る

状
態
」
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
夕
食
に
何
を
食
べ
た
か

思
い
出
せ
な
い
と
い
う
一
部
分
を
忘

れ
、
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
は
「
物
忘
れ
」
で
す

が
、
食
事
を
し
た
と
い
う
体
験
そ
の

も
の
を
忘
れ
、
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
て
も

思
い
出
せ
な
い
の
は
「
認
知
症
」
で

す
。
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
だ
ん

だ
ん
と
理
解
や
判
断
す
る
力
が
な
く

な
り
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
支

障
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

早
期
の
予
防
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

塩
分
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

要
注
意

● 

塩
分
を
控
え
る

　

高
血
圧
は
、
認
知
症
の
危
険
因

子
の
一
つ
で
あ
り
、

予
防
の
た
め
に
は

塩
分
を
控
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
１
日
の
塩
分
摂
取
目
安
量
は
、
男

性
７・５
ｇ
未
満
、
女
性
６・５
ｇ
未

満
で
あ
り
、と
て
も
厳
し
い
量
で
す
。

塩
分
は
調
味
料
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
加
工
食
品
に
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
と
り
過
ぎ
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
に
な
る
と
舌

の
塩
味
や
甘
味
を
感
じ
る
部
分
が
鈍

く
な
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
味
が
濃

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

● 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
控
え
る

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
と
り
過
ぎ

は
、
動
脈
硬
化
や
脳
梗
塞
を
促
し
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む

卵
、
イ
カ
や
エ
ビ
な
ど
の
甲
殻
類
を

頻
回
に
食
べ
る
機
会
の
あ
る
方
は
、

量
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
に
と
っ
て
ほ
し
い
食
品

● 

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ

　
イ
ワ
シ
や
サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど
の

青
魚
に
含
ま
れ
る
脂
肪
酸
で
あ
る
Ｅ

Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
、「
血
液
を
固
ま

り
に
く
く
す
る
」「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
」「
脳
の

神
経
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
」
な
ど

の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

● 

食
物
繊
維

　
豆
類
や
野
菜
類
、
芋
類
、
海
藻
類

な
ど
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、
余

分
な
塩
分
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排

せ
つ
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

認
知
症
の
予
防
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

の
で
、
毎
食
意
識
し
て
と
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

● 

抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン

　
活
性
酸
素
に
よ
っ
て
体
の
細
胞
が

酸
化
す
る
と
、
新
陳
代
謝
が
妨
げ
ら

れ
老
化
を
促
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
酸
化
を
防
ぐ
働
き
の
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
を
多
く
含
む
食
品
を
意
識
し
て

と
り
ま
し
ょ
う
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
】
に
ん
じ
ん
や
小
松

菜
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
】
芋
類
や
果
物
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
類

食
事
で
予
防
す
る

● 

ま
／
豆
類　
● 

ご
／
ご
ま
な
ど
の
種
実
類　
● 

は
（
わ
）
／
ワ
カ
メ

な
ど
の
海
藻
類　
● 

や
／
野
菜
類　
● 

さ
／
魚
類　
● 

し
／
し
い
た
け

な
ど
の
き
の
こ
類　
● 

い
／
芋
類

認
知
症
予
防
に
【
ま
ご
は
や
さ
し
い
】
の
食
品
を
と
り
ま
し
ょ
う

認

症
知

町 政  News & Information
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結核健康相談を実施します（申込不要・無料）

９月 24 日から 30 日までは「結核予防週間」 問　保健課 ☎ 43-9022

　
「
結
核
は
過
去
の
病
気
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？　
今
で
も
全
国
で
一
日

に
約
30
人
の
新
し
い
患
者
が
発
生
し
て

お
り
、
令
和
３
年
に
は
約
１
８
０
０
人

の
方
が
命
を
落
と
し
て
い
る
日
本
の
重

大
な
感
染
症
で
す
。
新
た
に
結
核
と
診

断
さ
れ
た
方
の
う
ち
70
歳
以
上
の
方
が

６
割
以
上
を
占
め
、
患
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
早
期
発
見
は
本
人
の

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

大
切
な
家
族
や
職
場
な
ど
へ
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
法
で
は
65
歳
以
上
の

方
は
年
に
１
回
の
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
丹
後
保
健

所
で
は
、
次
の
日
程
で
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
な
ど
の
「
健
康
相
談
」
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

９
月
26
日
（
火
）

午
後
２
時
～
４
時

京
都
府
丹
後
保
健
所

近
年
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

方
、
結
核
に
対
し
て
不
安
を
お

持
ち
の
方 

な
ど

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査 

な
ど

日
時

会
場

対
象

内
容 結

核
健
康
相
談
の
詳
細

男山区と与謝区の備品が整備されました
宝くじ助成事業 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展

を
目
的
に
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
自
治
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
を
受
け
、
男
山
区
と
与

謝
区
の
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
山
区
で
は
、
盆
踊
り
の
ゆ
か
た

や
祭
り
の
輿
着
、
草
刈
り
機
や
充
電

式
保
温
庫
な
ど
を
整
備
。
与
謝
区
で

は
パ
ソ
コ
ン
や
複
合
機
な
ど
の
事
務

備
品
と
公
民
館
の
カ
ー
テ
ン
を
新
調

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
よ
り
一
層

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
皆
さ
ん
が

購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
を
財
源
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域
の

国
際
化
の
推
進
と
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ゆかたと帯
（男山区）

充電式チェーンソー
（男山区）

新調した公民館のカーテン
（与謝区）

複合機
（与謝区）

ハロウィンジャンボ５億円ハロウィンジャンボ５億円
（１等３億円・前後賞各１億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニ 5,000 万円ハロウィンジャンボミニ 5,000 万円
（１等３千万円・前後賞各１千万円合わせて）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。 公益財団法人京都府市町村振興協会

9 20月 日 水 ２種類同時発売！
● 発売期間
● 抽せん日

９月 20 日（水）～ 10 月 20 日（金）
10 月 27 日（金）

各１枚 300 円

誰もが自分らしく生きられる社会をめざして
人権啓発運動 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
京
都
府
で
は
８

月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

与
謝
野
町
で
は
、
８
月
４
日
に
フ

レ
ッ
シ
ュ
バ
ザ
ー
ル
与
謝
野
石
川
店
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ん

と
街
頭
啓
発
を
行
い
、
人
権
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
お
悩
み
解
決
の
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
相
談
窓
口
先
な
ど
の
入
っ
た
啓
発
物

品
を
、
買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
々
に
手

渡
し
ま
し
た
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
、
女
性
や
子
ど
も
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
相
手
を
思

い
や
る
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

街頭啓発の様子

岩
い わ は ら

原　昭
あ き ひ こ

彦 氏

● 京都女子大学発達教育学部心理学科
　教授・博士

（講師プロフィール）
2002 年名古屋大学博士後期人間情報情報学研
究科単位取得満期退学、博士（心理学／名古屋
大学）。樟陰東女子短期大学専任講師、助教授
を経て、2009 年に和歌山県立医科大学保健看
護学部准教授。現在、京都女子大学発達教育学
部心理学科教授、博士。

● リベラルアーツコース（受講無料／事前申込制）

認知症予防の心理学
～ 幸福な老いを目指して ～

内
容

人は、年齢を重ねるにつれて認知機能が低下していくもので
す。しかし、中には、若者と同じように認知力の高い年配の
方がおられますが、早々に認知症になってしまう方もおられ
ます。誰もが「できれば若いころのような状態を保ちたい」
と願っているはずなのに、この違いは何が原因で起こってい
るのか。また、どうすれば認知機能の低下を防ぐことができ
るのか。心理学的な知見から認知症予防を考える講座です。

日
時 9 30月 日 ㊏

午後２時～
（受付時間　午後１時 30 分～）

会
場 岩滝保健センター （会議室／２階）

講 師

一般社団法人 プレイス ☎ 090-9866-0190
Mail : info@place-design.jp

み
ら
い
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申 込 先
問い合わせ先 （業務受託業者）

（午後１時～４時）

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

７/13 橋梁定期点検業務委託 加悦奥
地内他 12 者 株式会社キクチコンサルタ

ント　福知山支店 1,585 ― 980 61.83 R5/7/21
～ 10/31

７/18 鞭谷川河川改良（その６）工事 石川地内 ７者 株式会社丸正組 37,545 33,853 33,853 90.17 R5/7/27
～ R6/3/15

７/18 根曽川河川改良（その４）工事 金屋地内 ６者 株式会社ヤスイ 7,775 6,953 6,953 89.43 R5/7/26
～ R6/1/31

７/18 岩屋奥地線擁壁修繕工事 岩屋地内 ７者 カワベ技建 1,701 1,520 1,520 89.36 R5/7/27
～ 10/10

７/18 加悦小学校教室床改修工事 加悦地内 ３者 株式会社丸正組 5,270 4,812 4,813 91.33 R5/7/26
～ 9/20

７/18 与謝浄水場導水管布設替工事 滝地内 ７者 石本建設株式会社 21,950 19,774 19,774 90.09 R5/7/27
～ R6/1/19

７/18 町道二条線配水管新設工事 算所地内 ２者 足立石油株式会社 5,430 4,863 4,880 89.87 R5/7/27
～ 12/15

７/18 山手線舗装改良（その２）工事 岩滝地内 ３者 金下建設株式会社 9,009 8,026 8,026 89.09 R5/7/26
～ 12/22

７/18 建設発生土処分場概略設計業務委託 与謝野町
全域 15 者 株式会社エイト日本技術開

発　福知山営業所 4,594 ― 4,130 89.90 R5/7/25
～ R6/3/31

７/25 旧機業会館解体工事 岩滝地内 ６者 安田産業株式会社 9,390 8,461 8,488 90.39 R5/8/8
～ 10/31

７  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

功績・功労をたたえて

　
谷
口
忠
弘
さ
ん（
加
悦
）が
、「
全

国
共
同
店
舗
連
盟
組
織
結
成
55
周

年　
法
人
化
40
周
年
式
典
」
に
お

い
て
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
谷
口
さ
ん
は
、
平
成
５
年
９
月

か
ら
15
年
２
月
ま
で
協
同
組
合
加

悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

代
表
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
退
任

● 

中
小
企
業
庁
長
官
賞

協
同
組
合
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
　

谷た

に

ぐ

ち口 

忠た

だ

ひ

ろ弘 

さ
ん

後
は
顧
問
お
よ
び
監
事
を
歴
任
し
、

さ
ら
に
、
25
年
２
月
に
再
び
代
表
理

事
に
就
任
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
直

面
し
て
い
る
地
域
の
産
業
振
興
お
よ

び
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
近
年
、
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）

市
場
が
大
き
く
伸
長
し
て
い
る
中
、

店
舗
を
集
積
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

外
部
に「
ま
ち
」を
形
成
す
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
も
貢
献
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
こ

の
度
の
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。
長

年
の
ご
尽
力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す

が
、
思
い
が
け
な
い
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
話

の
合
う「
知
り
合
い
」で
も
、

信
頼
で
き
る
相
手
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
金
を

支
払
っ
た
途
端
に
連
絡
が
取

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

本
当
に
信
頼
で
き
る
相
手
な

の
か
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ

う
。

　
例
え
ば
、
大
幅
な
値
引
き

や
低
価
格
、
商
品
の
効
果
を

過
剰
に
掲
載
し
て
い
る
広

告
、「
簡
単
に
も
う
か
る
」

「
会
い
た
い
」
な
ど
の
投
稿

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
う
の
み

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
の
情
報
を

相
手
に
送
っ
て
し
ま
う
と
取

り
戻
す
こ
と
は
難
し
く
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
サ

イ
ト
な
ど
の
信
用
性
を
十
分

に
確
認
し
て
か
ら
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

は
大
丈
夫
と
思
い
込
ま
ず
、

不
安
に
思
っ
た
と
き
や
ト
ラ

ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
、
消

費
者
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

● 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

● 

☎
２
２・２
１
２
７

● 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

● 

☎
１
８
８

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル 

に
あ
わ
な
い
た
め
に

消費生活 Information

消
費

生
活

In
fo
rm

at
io
n

エントリー期限せまる！

KYOTO TANTAN Long Ride
海と森を駆け巡るロングライド

天橋立付近を発着点とし、丹後半島から日本海側の雄
大な景観が広がる「海コース（95 ㎞）」と、最大標高
差約 400m のアップダウンに富んだヒルクライム要
素も含む「森コース（112 ㎞）」の２コースを設定。
豊かな自然を体感できるサイクルイベントです。 大会ホームページ

10 15 ㊐

【エントリー期限】
９月 17 日（日）

【開催日】

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、７月 16 日から８月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

令和５年７月末現在
まちのうごき

人　口	19,945 人（－ 21）

　男　	19,543 人（－ 10）

　女　	10,402 人（－ 11）

世帯数	 8,912 戸（＋１）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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【広告枠】

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

与謝野町指定ごみ袋与謝野町指定ごみ袋
卸売・見積業者の募集卸売・見積業者の募集

該当条件　次の項目に該当する事
業者
● 与謝野町内に事務所または営
業所を置く事業者
● 主に日用雑貨業を営み、毎年
度の売上高（過去３ヵ年）が平均
して１千万円以上ある事業者
提出書類
● 参加申請書　● 誓約書
● 事業所等の登記簿謄本
● 営業経歴書
● 納税証明書（町税納税証明書、
消費税および地方消費税納税証明書）
● 過去３ヵ年の決算書
● 取扱品目一覧表
入札予定時期　10 月下旬
指定袋供給期間　令和６年４月１
日から１年間（予定）
取扱見込数量

【可燃ごみ袋】大・小・レジ袋タ
イプ合わせて年間 139 万枚程度

【資源・不燃ごみ袋】大・小・レ
ジ袋タイプ合わせて年間 87 万枚
程度
　　　　９月 29 日（金）までに、
提出書類を農林環境課（☎ 43-
9023）へ。

与謝野町地域安全与謝野町地域安全
パレードの開催パレードの開催

日 時　10 月 15 日（日）午後１
時半～３時
式典会場　野田川グラウンド

（雨天時：野田川森林公園屋内交
流広場）
経路　役場野田川庁舎～野田川グ
ラウンド
内容　京都府警察の音楽隊とカ
ラーガード隊を中心としたパレー
ド演技・演奏、パトカーや白バイ
などの展示　※ 雨天時はパレー
ドを中止します
　　総務課 ☎ 43-9010

※ 掲載している情報は、８月 28 日（月）現在のものです

祝日のごみ収集の祝日のごみ収集の
お知らせ（９月）お知らせ（９月）

【９月 18 日（祝）】
祝日ですが、ハッピーマンデーの
ため平常どおり収集を行います。

【９月 23 日（祝）】
祝日のため収集は行いません。
お間違えのないようお願いします。
　　農林環境課 ☎ 43-9023

ヨガ体験講座のヨガ体験講座の
受講生募集受講生募集

日程　10 月７日、14 日、21 日
※ いずれも土曜日
時間

【リラックスコース】
午後１時半～２時半まで

【スッキリコース】
午後３時～４時
会場　加悦地域公民館
対象　18 歳以上の与謝野町在住
の方または在勤の方
講師　さかもとくみ氏
定員　各コース先着 30 人（３人
以上で開催）　※ 受講無料
　　　　10 月１日（日）までに、
加悦地域公民館・中央公民館・知
遊館にある申込書に必要事項を記
入のうえ、加悦地域公民館（☎
43-0335）へ。なお、申込書は
町ホームページからダウンロード
できます。

【与謝野町文化祭】与謝野町文化祭】
加悦俳句大会の開催加悦俳句大会の開催

【事前投句】
締め切り　９月 30 日（土）
※ 当日消印有効
選者　宮野しゅん氏（山口県俳句
作家協会理事）

【俳句大会】
日時　11 月 12 日（日）午前 10
時～午後４時
会場　加悦地域公民館

インボイス説明会・インボイス説明会・
登録要否相談会の開催登録要否相談会の開催

日時　9 月 27 日（水）
① インボイス説明会…午後２時
～３時
② 登録要否相談会…午後３時～
４時
会場　宮津税務署
内容
① 消費税の仕組みの説明
② 免税事業者の方へインボイス
登録するか否かの相談会
※ 消費税の仕組みから説明を受
けたい方は、①から受けられるこ
とをお勧めします。
定員　① 15 人　② ３人程度
　　　　前日までに、宮津税務署

（☎ 22-3275）へ。

無料相談の無料相談の
開催開催

京都府司法書士会と京都府土地家
屋調査士会では、無料の相談会を
開催します。申込不要。
日時　９月 30 日（土）午後１時
～４時
会場　生涯学習センター 知遊館
内容　土地の境界問題、相続や売
買などの登記、成年後見など
　　土地家屋調査士 岩間
☎ 43-1088

内容　句会、表彰式、講演
　　　　自由な題材で詠んだ三句
に 1,000 円を添えて、杉本美寿
津（☎ 42-3742）へ。

知 遊 館 ミ ュ ー ジ ッ ク知 遊 館 ミ ュ ー ジ ッ ク
フェスタ 2023 の開催フェスタ 2023 の開催

日時　10 月７日（土）
【開場】午後１時
【開演】午後１時半　※ 入場無料

会場　生涯学習センター 知遊館
出演団体　知遊館コーラス、レ
ディースエコー、丹後フルートア
ンサンブル、ライリッシュオカリ
ナ YY、生田流正派琇邦会、琴修
会京都真琴会、如月、ウィンドオー
ケストラ与謝
　　知遊館 ☎ 46-2451

ふれあいバスのふれあいバスの
ご案内ご案内

社会福祉協議会では、買い物の送
迎支援事業を実施します。
日 時　10 月 25 日（水）午後１
時半～３時半
行先　加悦谷ショッピングプラザ
ウイル
対象者　次のいずれかに該当する
交通手段を持たない与謝野町在住
の方
● 高齢者世帯

（世帯全員満 70 歳以上）
● ひとり暮らし高齢者

（満 70 歳以上）
● 障害者手帳保持者
● 上記の付添者および介助者
定員　15 人（申込先着順）
費用　無料（買い物費用や飲食費
は実費）
　　　　９月 27 日（水）～ 10
月 11 日（水）の間に、加悦支
所（☎ 42-7553）、岩滝支所（☎
46-5556）、野田川支所（☎ 43-
0294）のいずれかへ。
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きもの着付け教室の参加者募集
～ 初心者講座 ～

与謝野町では、和装をより身近に感じていただくことを目的に「きもの着
付け教室」を開催します。

前期講座 後期講座
10 月 11 日 ・ 袋帯二重太鼓 11 月８日 ・ 名古屋太鼓
10 月 18 日 ・ 袋帯二重太鼓 11 月 15 日 ・ 名古屋太鼓
10 月 25 日 ・ 袋帯二重太鼓 11 月 22 日 ・ 変わり結び
11 月１日 ・ 袋帯二重太鼓 11 月 29 日 ・ 変わり結び

● 日程・内容 ※ 毎回水曜日の全８回講座

● 時　間
● 会　場
● 持ち物
● 講　師
● 受講料
● 

午後８時～ 10 時
野田川わーくぱる　文化教養室（２階）
着物、袋帯、小物、お持ちの着付け道具　など
和装総合学院

【町内在住・在勤の方】1,000 円　【町外在住の方】2,000 円
９月 29 日（金）までに、産業観光課（☎ 43-9012）へ。

「協働のまちづくり指針（仮称）」の策定に
向けた対話・意見交流会の開催

与謝野町では、地域（町民の方）と行政が力を合わせて課題解決や地域の
魅力向上をめざす「協働のまちづくりの推進」に向けた対話を始めます。

日時 会場 内容
９月 21 日（木）
午後７時～ 中央公民館 指針策定に向けた対話・意見交

流会 ①
10 月 6 日（金）
午後７時～ 加悦地域公民館 指針策定に向けた対話・意見交

流会 ②
10 月 27 日（金）
午後７時～ 中央公民館 指針策定に向けた対話・意見交

流会 ③
11 月 19 日（日）
午後２時～ 元気館 指針策定に向けた対話・意見交

流会 ④

● 日程・内容

　　　　開催日の２日前までに、企画財政課（☎ 43-9015）へ。

自衛官等を募集します自衛官等を募集します（一般曹候補生）

● 資　　格　18 歳以上 33 歳未満の方
● 受付期間　11 月 30 日（木）まで
● 試験期日　（１次試験）12 月９日（土）～ 14 日（木）の間の１日
　　京丹後地域事務所　☎ 0772-64-2498
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こ
ん
な
に
も
デ
ィ
ス
ク
が
美
し

く
空
を
舞
う
の
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大
木
さ
ん
と
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

と
の
出
会
い
は
、
国
際
基
督
教
大

学
に
入
学
後
、
見
学
で
訪
問
し
た

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
部
。
美
し

く
空
を
舞
う
デ
ィ
ス
ク
を
追
い
か

け
る
姿
が
格
好
よ
く
、
心
を
奪
わ

れ
た
。
同
部
は
、
体
育
を
専
門
と

す
る
大
学
が
多
く
集
ま
る
東
京
都

大
学
リ
ー
グ
に
所
属
。
身
体
能

力
・
体
力
で
勝
る
相
手
に
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
「
コ
ー
ル
」
と
言
わ

れ
る
合
図
を
交
わ
し
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
変
え
な
が
ら
得
点
を
重

ね
て
い
く
、
そ
ん
な
緻
密
な
戦
略

を
必
要
と
す
る
部
分
に
魅
力
を
感

じ
た
大
木
さ
ん
。
現
在
は
、
民
間

企
業
で
働
き
な
が
ら
社
会
人
チ
ー

ム
「
東
京
マ
ー
ベ
リ
ッ
ク
ス
」
に

所
属
し
、
平
日
は
仕
事
中
心
の
生

活
を
送
り
な
が
ら
も
体
づ
く
り
を

欠
か
さ
ず
、
週
末
は
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
で
練
習
を
積
ん
で
い
る
。

　
７
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上
旬
、
世
界
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国
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イ
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ウ
ィ
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ン
部
門
に
初
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日
本
代
表

と
し
て
出
場
。
主
に
「
デ
ィ
ー

プ
」
と
呼
ば
れ
る
得
点
に
絡
む
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
躍
動
し
、
予
選
リ
ー

グ
を
全
勝
で
突
破
し
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
。
準
々
決
勝
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
戦
は
、
緊
張
か
ら
思
わ

ぬ
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
も
チ
ー
ム

力
で
突
破
。
優
勝
を
め
ざ
し
挑
ん

だ
決
勝
戦
の
相
手
は
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
の
ア
メ
リ
カ
。
試
合
時

間
１
０
０
分
間
を
戦
い
抜
く
も
９

対
14
で
敗
戦
。「
す
ご
く
悔
し
か
っ

た
の
で
、
い
つ
か
リ
ベ
ン
ジ
し
た

い
」
と
話
し
、
来
年
の
世
界
選
手

権
大
会
の
日
本
代
表
入
り
を
め
ざ

し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ
ー

競
技
の
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
。「
東

京
な
ど
で
は
義
務
教
育
の
一
環
で

取
り
組
ん
で
い
る
学
校
が
あ
る
た

め
、
知
っ
て
い
る
方
が
多
い
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
競
技
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
『
こ
う
い
う
ス

ポ
ー
ツ
も
あ
る
ん
だ
』
と
知
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」と
話
す
。

　
競
技
を
始
め
て
５
年
。
大
木
さ

ん
が
身
体
能
力
の
高
い
外
国
人
選

手
を
相
手
に
、
美
し
く
舞
う
デ
ィ

ス
ク
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
金
メ
ダ
ル

を
手
に
す
る
日
が
楽
し
み
で
な
ら

な
い
。

平成 12（2000）年生まれ、加悦出身。
宮津高校（現宮津天橋高校宮津学舎）を
卒業後、国際基督教大学に進学しアル
ティメットを始める。在学中は、東京
都大学リーグ戦準優勝（2022 年）に加
え、2022 Ｕ－ 23 アルティメット地区
選抜対抗戦に関東選抜選手として出場し
優勝。現在は、社会人チーム「東京マー
ベリックス」に所属し、チームの中心選
手として活躍中。

フライングディスクを投げる大木さん

● おおき かほ
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７
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１
０
０
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ｍ
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フ
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デ
ィ
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落
と
さ
ず
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し
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運
び
、
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ー
ト
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端
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エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
内
で
デ
ィ
ス
ク

を
キ
ャ
ッ
チ
す
れ
ば
得
点
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
。世
界
大
会
で
は
、

15
点
先
取
の
得
点
制
で
勝
敗
を

決
定
。
他
の
球
技
に
は
な
い

デ
ィ
ス
ク
の
飛
行
特
性
を
操
る

技
術
や
走
力
、
持
久
力
を
必
要

と
す
る
こ
と
か
ら
「
究
極
（
Ｕ

ｌ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
）」
の
名
前

が
付
け
ら
れ
た
。
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